
(57)【要約】

【課題】気管支壁を不必要に傷つけてしまう恐れがなく

、硬い患部に対しても穿刺針を確実に突き刺して穿刺処

置を安全かつスムーズに行うことができる処置用超音波

内視鏡の先端部を提供すること。

【解決手段】挿入部先端２の一側面に、挿入部先端２の

側方を超音波走査するための超音波プローブ３と、超音

波プローブ３による超音波走査範囲内に処置具を突出さ

せるための処置具突出口６とが配置された処置用超音波

内視鏡の先端部において、挿入部先端２の側面の超音波

プローブ３と処置具突出口６とが配置されている面の裏

側にあたる位置のみに、膨縮自在なバルーン１０を取り

付けた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 挿 入 部 先 端 の 一 側 面 に 、 上 記 挿 入 部 先 端 の 側 方 を 超 音 波 走 査 す る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ
と 、 上 記 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ る 超 音 波 走 査 範 囲 内 に 処 置 具 を 突 出 さ せ る た め の 処 置 具 突 出
口 と が 配 置 さ れ た 処 置 用 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、
　 上 記 挿 入 部 先 端 の 側 面 の 上 記 超 音 波 プ ロ ー ブ と 上 記 処 置 具 突 出 口 と が 配 置 さ れ て い る 面
の 裏 側 に あ た る 位 置 の み に 、 膨 縮 自 在 な バ ル ー ン を 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 処 置 用 超
音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 気 管 支 内 等 に 挿 入 さ れ て 体 内 の 超 音 波 断 層 像 を 観 察 し な が ら 穿 刺 処 置 等 を
行 う こ と が で き る 処 置 用 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 処 置 用 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 は 一 般 に 、 挿 入 部 先 端 の 一 側 面 に 、 挿 入 部 先 端 の 側 方 を 超
音 波 走 査 す る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 そ の 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ る 超 音 波 走 査 範 囲 内 に 処
置 具 を 突 出 さ せ る た め の 処 置 具 突 出 口 と が 配 置 さ れ た 構 成 に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 処 置 具 突 出 口 か ら 穿 刺 針 を 突 出 さ せ て 穿 刺 処 置 を 行 う 際 に 、 患 部 が 硬 い 場 合 等
に は 、 穿 刺 針 を 突 き 出 し て も 患 部 側 か ら 受 け る 反 力 に よ っ て 挿 入 部 先 端 が 後 退 す る だ け で
、 穿 刺 針 が 患 部 に う ま く 突 き 刺 さ ら な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 従 来 は 、 挿 入 部 先 端 に 隣 接 す る 湾 曲 部 の 背 面 側 等 に 遠 隔 操 作 に よ っ て 機 械 的 に 突
没 さ せ る こ と が で き る 突 起 部 材 を 設 け て 、 穿 刺 処 置 の 際 に 挿 入 部 先 端 が 後 退 し な い よ う に
し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ０ ６ ４ ８ ９
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ０ ５ ２ ８ ９
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る よ う に 挿 入 部 先 端 付 近 に 遠 隔 操 作 に よ っ て 機 械 的
に 突 没 さ せ る こ と が で き る 突 起 部 材 を 設 け る と 、 気 管 支 壁 を 不 必 要 に 傷 つ け て し ま う 恐 れ
等 が あ っ て 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 気 管 支 壁 を 不 必 要 に 傷 つ け て し ま う 恐 れ が な く 、 硬 い 患 部 に 対 し て も
穿 刺 針 を 確 実 に 突 き 刺 し て 穿 刺 処 置 を 安 全 か つ ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る 処 置 用 超 音 波
内 視 鏡 の 先 端 部 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 処 置 用 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 は 、 挿 入 部 先 端 の 一
側 面 に 、 挿 入 部 先 端 の 側 方 を 超 音 波 走 査 す る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に
よ る 超 音 波 走 査 範 囲 内 に 処 置 具 を 突 出 さ せ る た め の 処 置 具 突 出 口 と が 配 置 さ れ た 処 置 用 超
音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 挿 入 部 先 端 の 側 面 の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 処 置 具 突 出 口 と が 配
置 さ れ て い る 面 の 裏 側 に あ た る 位 置 の み に 、 膨 縮 自 在 な バ ル ー ン を 取 り 付 け た も の で あ る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 穿 刺 処 置 を 行 う 際 に は 、 処 置 具 突 出 口 が 配 置 さ れ て い る 面 の 裏 側 に あ
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た る 位 置 の み に 配 置 さ れ た バ ル ー ン を 膨 ら ま せ る こ と に よ り 、 穿 刺 針 が 気 管 支 壁 に 突 き 刺
さ れ る 動 作 の 際 に そ の 反 力 に よ っ て 穿 刺 針 が 後 退 せ ず 、 硬 い 患 部 に 対 し て も 穿 刺 針 を 確 実
に 突 き 刺 し て 穿 刺 処 置 を ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き 、 挿 入 部 先 端 を そ の よ う な 位 置 に 固 定
す る の が バ ル ー ン な の で 、 気 管 支 壁 を 全 く 傷 つ け る 恐 れ が な く 安 全 に 穿 刺 処 置 を 行 う こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 挿 入 部 先 端 の 一 側 面 に 、 挿 入 部 先 端 の 側 方 を 超 音 波 走 査 す る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、
超 音 波 プ ロ ー ブ に よ る 超 音 波 走 査 範 囲 内 に 処 置 具 を 突 出 さ せ る た め の 処 置 具 突 出 口 と が 配
置 さ れ た 処 置 用 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 挿 入 部 先 端 の 側 面 の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 処
置 具 突 出 口 と が 配 置 さ れ て い る 面 の 裏 側 に あ た る 位 置 の み に 、 膨 縮 自 在 な バ ル ー ン を 取 り
付 け る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 処 置 用 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 を 示 し て お り 、 挿 入 部 １ の 先 端 に 連 結 さ れ た 先 端
部 本 体 ２ の 先 側 半 部 の 一 側 面 に は 、 い わ ゆ る コ ン ベ ッ ク ス タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ が 、
超 音 波 信 号 を 先 端 部 本 体 ２ の 側 方 に 発 受 信 し て 、 先 端 部 本 体 ２ の 側 方 部 分 を Ａ で 示 さ れ る
よ う に 前 後 方 向 に 扇 状 に 走 査 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 先 端 部 本 体 ２ の 後 側 半 部 の 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ と 同 方 向 の 側 面 に 斜 め 前 方 に 向 け て
形 成 さ れ た 斜 面 に は 、 光 学 観 察 用 の 観 察 窓 ４ と 照 明 窓 ５ と が 並 ん で 配 置 さ れ る と 共 に 、 穿
刺 針 等 の 処 置 具 の 先 端 を 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ に よ る 超 音 波 走 査 範 囲 （ で あ っ て 、 観 察 窓 ４ か
ら の 光 学 観 察 範 囲 ） に 、 Ｂ で 示 さ れ る よ う に 突 出 さ せ る た め の 処 置 具 突 出 口 ６ が 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 先 端 部 本 体 ２ の 側 面 の 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ や 処 置 具 突 出 口 ６ が 配 置 さ れ て い る 面
の 裏 側 に あ た る 位 置 に は 、 膨 縮 自 在 な バ ル ー ン １ ０ を 取 り 付 け る た め の バ ル ー ン 取 付 台 座
７ が 先 端 部 本 体 ２ か ら 突 設 さ れ て い て 、 そ の 基 部 に 形 成 さ れ た 環 状 の 括 れ 部 分 に 、 例 え ば
シ リ コ ン ゴ ム 等 の よ う な 弾 力 性 の あ る ゴ ム 材 か ら な る バ ル ー ン １ ０ が Ｏ リ ン グ 状 の 締 め 環
１ １ に よ り 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 挿 入 部 １ 内 か ら 先 端 部 本 体 ２ 内 に わ た っ て 形 成 さ れ て い る 通 水 路 ８ の 端 部 が 、 バ
ル ー ン 取 付 台 座 ７ の 端 面 に 開 口 し て お り 、 挿 入 部 １ の 基 端 側 か ら 通 水 路 ８ を 介 し て バ ル ー
ン １ ０ 内 に 流 体 を 送 排 し て バ ル ー ン １ ０ を 任 意 に 膨 縮 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 上 記 実 施 例 の 処 置 用 超 音 波 内 視 鏡 が 気 管 支 １ ０ ０ 内 に 挿 入 さ れ て 処 置 具 突 出 口
６ か ら 突 出 さ せ た 穿 刺 針 ５ ０ を 気 管 支 壁 に 穿 刺 し て い る 状 態 を 示 し て お り 、 先 端 部 本 体 ２
の 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ と 処 置 具 突 出 口 ６ と が 配 置 さ れ て い る 面 の 裏 側 に あ た る 位 置 で 、 膨 縮
自 在 な バ ル ー ン １ ０ が 膨 ら ま さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ れ に よ っ て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ の 表 面 が 気 管 支 壁 に 押 し つ け ら れ て 気 管 支 組 織 の 良 好
な 超 音 波 断 層 像 が 得 ら れ る と 共 に 、 穿 刺 針 ５ ０ が 気 管 支 壁 に 突 き 刺 さ れ る 動 作 の 際 に 、 そ
の 反 力 に よ っ て 先 端 部 本 体 ２ が 後 退 せ ず 、 硬 い 患 部 に 対 し て も 穿 刺 針 ５ ０ を 確 実 に 突 き 刺
し て 穿 刺 処 置 を ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る 。 そ し て 、 先 端 部 本 体 ２ を そ の よ う な 位 置 に
固 定 す る の が 柔 軟 な ゴ ム 製 の バ ル ー ン １ ０ な の で 、 気 管 支 壁 を 全 く 傷 つ け る 恐 れ が な く 安
全 に 穿 刺 処 置 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 図 ２ に お け る 矢 視 IIIを 図 示 す る 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 バ ル ー ン １ ０ が 取 り 付
け ら れ て い る の は 先 端 部 本 体 ２ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ や 処 置 具 突 出 口 ６ が 配 置 さ れ て い る 面
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の 裏 側 に あ た る 位 置 の み な の で 、 気 管 支 １ ０ ０ が 膨 ら ん だ 状 態 に な っ て も 気 管 支 １ ０ ０ の
気 道 が 確 実 に 確 保 さ れ て 患 者 に 呼 吸 上 の 負 担 を か け る こ と も な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 上 記 実 施 例 で は バ ル ー ン
取 付 台 座 ７ が 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ の 裏 側 位 置 に 配 置 さ れ て い る が 、 処 置 具 突 出 口 ６ の 裏 側 位
置 、 或 い は 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ の 裏 側 と 処 置 具 突 出 口 ６ の 裏 側 の 中 間 位 置 等 に 配 置 さ れ て い
て も 差 し 支 え な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 処 置 用 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 処 置 用 超 音 波 内 視 鏡 が 気 管 支 内 に 挿 入 さ れ て 処 置 具 突 出 口 か ら
穿 刺 針 が 突 出 さ れ た 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 図 ２ に お け る 矢 視 III図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ 　 挿 入 部
　 ２ 　 先 端 部 本 体 （ 挿 入 部 先 端 ）
　 ３ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ６ 　 処 置 具 突 出 口
　 ７ 　 バ ル ー ン 取 付 台 座
　 ８ 　 通 水 路
　 １ ０ 　 バ ル ー ン
　 ５ ０ 　 穿 刺 針
　 １ ０ ０ 　 気 管 支
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【 図 ３ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种治疗性超声波内窥镜的远端部分，该超声内窥镜
的远端部分能够通过将穿刺针牢固地粘在坚硬的患处上而安全而顺畅地
执行穿刺过程，而不必担心会不必要地损坏支气管壁。 提供。 解决方
案：超声波探头3，用于在插入部分尖端2的一个侧面上对插入部分尖端2
的侧面进行超声扫描，并通过超声探头3将治疗工具投射到超声扫描范围
内 在配置有处置工具突出口6的处置用超声波内窥镜的前端部，相当于
在插入部前端2的侧面上配置有超声波探头3和处置工具突出口6的面的背
面。 可充气和可充气的气球10仅附接到该位置。 [选型图]图1
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